
■起業支援活動家■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 239 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 今週のトピックス：日替わりオーナー募集中 

 

笑恵館の美味しいパン屋（せたがやブレッドマーケット）が 12/20(日)で閉店するため、来年から新たな運営方法

に切り替えます。 

笑恵館の 1 階全体を「ほほえみ食堂」と位置付けて、会員と一緒に運営したいと思います。 

 

まず、これまでパンの売り場だったスペースを【受付・事務】とし、地域の高齢者や子育て世帯をサポートする

「えん千歳台」という NPO 法人の事務所を置きます。 

これによって、この法人の理事長を務める笑恵館オーナー田名さんの業務が、笑恵館に集約されるだけでなく、

笑恵館会員の皆さんにも、この法人の事業に参加していただきたいと考えています。 

そして、これまでの「ほほえみ(多目的室)」を「サロン」、「食堂(休憩室)」を「カフェ」、「パン工房」を「キッチ

ン」として、これまで通り会員の皆さんに提供します。 

 

ここからが本題なんですが、パン屋の後の「キッチン」は、保健所への届け出や営業許可、そして安全面での保

険加入など使い方に応じて様々な手続きが必要です。 

そこで、このキッチンを使ってビジネスをお考えの皆さんには日替わりのオーナーになっていただき、キッチン

の運営にも参加していただこうと思います。 

 

参加費(賃料)の目安は、「1 万円／曜日」です。 

例えば、毎週月曜＝月に 4 日間を 1 万円の賃料でご利用いただけるという意味です。 

これに加えて発生する、水道光熱費や営業許可費用につきましては、参加メンバーの皆さんと相談したいと思い

ます。 

また、日替わりオーナーが使用しない時間帯は、会員の皆さんにレンタルし、その収益を笑恵館と配分する予定



です。 

 

というわけで、これはキッチンを使ったビジネスの起業を応援するプロジェクトです。 

今回笑恵館を卒業するパン屋さんも、笑恵館と共にここで起業し、会員の皆さんの応援を受けて成長しました。 

笑恵館は、今後とも地域の小さなビジネスを生み出し、育てていきたいと思います。 

興味のある方は、何でもお問い合わせ下さい！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：起業支援活動家 

 

僕は起業支援活動家と名乗っているが、他にはどんな人がいるのか知りたくなった。 

ところが、早速「起業支援活動家」でググってみると、意外なことに何もヒットしない。 

これはまずい、「起業支援活動家」と名乗ることが一番わかりやすいだろうと考えたのは、僕の早合点かも知れな

いぞ。 

そこで、今日のブログのタイトルは、そのまんま「起業支援活動家」とさせていただいた。 

起業支援活動とは何なのか、そして実際に活動しながら感じていることなどについて書いてみたい。 

・ 

僕の会社（㈱なのに）の HP には、でかでかと「起業≠創業」と書いてある。 

Wiki で調べると「起業とは、新しく事業を起こすことで、創業ともいう」と書いてあるが、それはおかしい。 

確かに似たような意味かも知れないが、違う言葉なのは違う意味があるからだ。 

「起業」とは誰にとっても新しいこと、「創業」とは自分にとって新しいこと･･･と、「新しい」の範囲が違うと僕

は思う。 

「創業」は自分にとって初めてかもしれないけど、すでに多くの人がやっていること。 

会社を作るとか、店を始めるなど、経験者や専門家に教わったり、学校や本で学べば何とかなるのが創業だ。 

だが、誰にとっても新しいことは、誰も教えてくれないし、専門家も教科書も存在しない。 

ビートルズがバンドを組むのは創業だったが、イエスタデイを生み出したのは起業だったと僕は思う。 

・ 

僕の名刺の裏には、起業支援と創業支援のメニューがある。 

まず起業支援とは、「自分でやるべきことを手伝うお節介」のことで、進路指導・合意形成・事業創出などをサポ

ートする。 

一方創業支援とは、「初めての方を経験者が支える用心棒」のことで、建築発注・土地活用・破綻処理などをサポ

ートする。 

後者の創業支援とは、かつて建設会社を経営し、その会社が倒産し、現在土地活用に取り組んでいる僕自身の経

験を、未経験の人に役立てることなので、僕ならではのことではあるが、僕にしかできないことでは無い。 

だが、前者の起業支援とは、誰もやっていないことなど本来自分でやるべきなのに、あえてそれを手伝う「お節

介」のこと。 

成功するかどうか、そもそもできるかどうかさえ分からないことに付き合うのだから、こんなことをやりたい僕

は変わり者かもしれない。 

・ 

だが僕は、これまでそういうサポートをいくつもやってきた。 

はじめは、どんな相談でも無料できちんと聞き、僕が感じたことや僕ができることを説明する。 



もしも、僕のサポートを必要とするならば、月額 1 万円で何でも引き受ける。 

そして、どんな相談に対しても僕なりの答えを出し、僕にできる範囲で協力する。 

それが 1 万円の報酬に見合わなければ、いつでも「クビ」にして構わない。 

僕も、自分の報酬を増やすため、事業の実現に協力する。 

つまり、僕は依頼者の仲間になりたくて、これを「フリーパートナー契約」と呼んでいる。 

・ 

先ほど紹介したように、僕の起業支援とは「進路指導・合意形成・事業創出」の３つだ。 

まず、あなたは何を目指すのか、どこに行きたいのか、つまり事業の目的を明確にする必要がある。 

起業において、正しいこととは「目的にたどり着くこと」なのだから、目的を明確にしなければ何も判断できな

くなる。 

次に必要なのは、仲間にその目的を説明し、全員が本気で賛成する「合意（コンセンサス）」をつくること。 

あなたが僕に助けを求めるのは、あなたに賛同し、あなたを助けてくれる仲間が必要な証拠だと思う。 

そして最後にやるべきことが、誰も見たことのない新しい世界を作ること。 

少なくとも同じ目的を目指す仲間全員にとって、新しいことを作ることが事業創出だ。 

・ 

最近僕は、起業と創業に「永続支援」を追加した。 

僕は、成功や失敗など、終わり方には興味がない。 

永続とは、成功や失敗を乗り越えて、目的の実現に挑み続けること。 

全てのゴールは、次のゴールへの通過点に過ぎない。 

僕が死ぬときにバトンを託すため、僕は起業支援活動をしているのかもしれない。 

 

http://nanoni.co.jp/20191201/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）12/02 〇作業日 10-18 時 面談可（笑恵館） 

（火）12/03 ◎作業日 13-21 時 面談可（青葉台） 

   10-12 時 ●いずみプロジェクト MTG（反町） 

（水）12/04 ◎作業日 10-18 時 面談可（青葉台） 

（木）12/05 〇作業日 1３-21 時 面談可（笑恵館） 

 18-20 時 ★一宮庵 MTG（成城） 

（金）12/06 ◎作業日 10-21 時 面談可（青葉台） 

（土）12/07 〇作業日 10-18 時 面談可（笑恵館） 

 10-12 時 ★地主の学校_26（笑恵館） 

（日）12/08 ◎休業日 10-21 時 面談可（青葉台） 



 

■その後のイベント 

12/12 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

12/12 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/13 ★カプラー起業交流会（三茶） 

12/14 ★地主の学校_26・まつむら塾（笑恵館） 

12/19 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

12/21 ★地主の学校_27・まつむら塾（笑恵館） 

12/22 ★名栗の森オーナーシップクラブ１２月例会（名栗） 

12/26 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/11 ★地主の学校_28・まつむら塾（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


